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平

成

二

十

九

年

は

、

赤

田

神

社

が

中

村

か

ら

赤

田

に

移

転

（

遷

座

）

し

て

一

三

〇

〇

年

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

を

記

念

し

て

大

祭

を

斎

行

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

合

わ

せ

て

新

た

に

参

集

館

の

整

備

や

老

朽

個

所

の

修

繕

、

境

内

整

備

な

ど

を

行

う

予

定

に

 

去

る

四

月

十

九

日

、

佐

畑

天

神

山

に

あ

る

良

城

神

社

（

よ

し

き

じ

ん

じ

ゃ

）

で

吉

敷

地

区

戦

没

者

慰

霊

祭

を

行

い

ま

し

た

。

 

こ

の

日

に

は

、

昔

か

ら

こ

こ

で

地

区

に

よ

る

慰

霊

祭

が

行

わ

れ

て

き

ま

し

た

が

近

年

中

断

し

て

い

ま

す

。

 
良

城

神

社

は

、

良

城

小

学

校

の

西

約

百

メ

ー

ト

ル

の

小

高

い

丘

の

上

に

あ

り

ま

す

。

 

慶

応

二

年

（

一

八

六

六

）

十

一

月

、

吉

敷

毛

利

家

第

十

三

代

毛

利

元

潔

公

に

よ

り

建

立

さ

れ

た

招

魂

社

に

は

じ

ま

り

、

幕

末

、

維

新

か

ら

先

の

大

東

亜

戦

争

ま

で

の

地

区

出

 

し

て

い

て

、

奉

賛

会

の

地

区

世

話

人

が

寄

付

の

お

願

い

に

回

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。

 

皆

様

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。
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身

の

戦

没

者

が

お

祀

り

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

九

時

に

神

事

が

始

ま

り

ま

し

た

。

宮

司

が

祝

詞

を

奏

上

し

、

続

い

て

吉

敷

地

区

遺

族

会

会

長

小

倉

淑

夫

さ

ん

が

慰

霊

の

詞

を

奏

上

。

 

次

に

、

小

形

律

子

さ

ん

（

木

崎

）

が

、

ま

ど

み

ち

お

の

詩

と

童

謡

「

ふ

る

さ

と

」

を

奉

奏

さ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

後

、

秋

本

邦

彦

責

任

役

員

を

は

じ

め

参

列

者

が

玉

串

拝

礼

を

し

て

、

戦

没

者

の

御

霊

の

平

安

と

吉

敷

地

区

の

平

安

、

そ

し

て

、

二

度

と

戦

争

が

起

こ

ら

な

い

よ

う

に

祈

り

を

捧

げ

ま

し

た

。

 

良

城

神

社

（

よ

し

き

じ

ん

じ

ゃ

）

例
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を

奉
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平

成
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遷

座

一

、
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〇

年

大

祭

奉

賛

事
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寄

付

に

ご

協

力
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お

願

い

し

ま

す
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っ
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ち
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し
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ま
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ち
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し
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ま
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ま
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ど
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ど
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ど
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と

だ

け
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ま
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ど
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ど
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ど
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ど
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ら
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ら
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ら
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新

任

の

総

代

は

次

の

と

お

り

で

す

。

 

皆

様

の

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

 

（

中

尾

東

上

）

河

内

 

万

充

 

（

中

尾

東

下

）

川

崎

 

勝

 

（

緑

 

が

 

丘

）

田

中

 

哲

夫

 

（

滝

 

河

 

内

）

上

妻

 

賢

治

 

（

小

佐

畑

上

）

石

田

 

八

千

代

 

皆

様

に

毎

年

維

持

費

と

し

て

、

多

額

の

ご

寄

進

を

い

た

だ

き

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

一

年

間

の

収

支

を

別

表

の

と

お

り

報

告

し

ま

す

。

 

維

持

特

別

会

計

決

算

 

毎

年

の

維

持

費

会

計

か

ら

積

立

て

を

し

、

社

殿

の

維

持

補

修

を

は

じ

め

と

す

る

神

社

の

長

期

的

な

維

持

管

理

や

、

一

時

的

な

支

出

に

備

え

て

い

る

も

の

で

す

。

 

二

十

七

年

度

は

、

参

道

の

灯

籠

が

傾

い

て

い

る

の

を

据

え

直

し

、

一

六

万

二

千

円

を

支

出

し

、

新

た

に

六

十

万

円

を

積

み

立

て

ま

し

た

。

 

年

度

末

の

積

立

現

在

高

は

四

六

三

万

余

円

と

な

っ

て

い

ま

す

。 

金　　　額 備　　　考

維持費収納額 1,908,254

前 年 度 繰越金 125,066

大麻頒布宣揚金 65,000

雑 収 入 21,619 電柱、水道施設敷地料　他

合 計 2,119,939

神 社 庁 関係費 110,310 諸納金

祭 典 費 178,064 祭典時のお供物　他

報 償 費 450,000 神職謝礼　他

光 熱 水 費 58,107 電気、ガス、水道

保 険 料 335,890 火災保険等

祭 典 余 興 費 150,000 秋祭り催し物関係の支出

維 持 積 立 金 600,000 維持特別会計へ積立

維 持 補 修 費 32,220 清掃、修繕、管理経費

印 刷 費 5,963 会議資料、広報紙他印刷

雑 費 48,089 消耗品、備品類等

合 計 1,968,643

（収入の部） 2,119,939 円

（支出の部） 1,968,643 円

（次年度繰越金） 151,296 円

支

出

の

部

赤田神社維持費収支決算書赤田神社維持費収支決算書赤田神社維持費収支決算書赤田神社維持費収支決算書

収

入

の

部

科　　　目

維

持

費

協

力

の

お

願

い 

こ

れ

ま

で

赤

田

神

社

の

春

秋

の

お

祭

り

や

、

社

殿

の

修

理

、

維

持

管

理

等

は

、

氏

子

の

み

な

さ

ん

に

お

納

め

い

た

だ

く

維

持

費

と

ご

奉

仕

に

よ

っ

て

ま

か

な

わ

れ

て

き

ま

し

た

。

 

今

後

も

、

春

秋

の

祭

り

を

中

心

に

神

事

・

行

事

を

執

り

行

い

、

地

域

の

安

寧

や

氏

子

の

み

な

さ

ん

の

し

あ

わ

せ

を

祈

念

し

、

ふ

れ

あ

い

の

場

の

創

出

な

ど

の

地

域

づ

く

り

に

つ

な

が

る

神

社

の

運

営

を

し

て

ま

い

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。

 

ま

た

、

赤

田

神

社

は

、

ふ

る

さ

と

吉

敷

の

大

切

な

文

化

遺

産

で

あ

り

、

こ

れ

を

後

世

に

残

し

て

い

く

こ

と

は

、

今

を

生

き

て

い

る

私

た

ち

の

務

め

で

も

あ

ろ

う

と

思

い

ま

す

。

 

ど

う

ぞ

主

旨

を

ご

理

解

く

だ

さ

い

ま

し

て

、

ご

協

力

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

な

お

、

維

持

費

は

年

額

二

、

〇

〇

〇

円

と

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

ご

賛

同

の

上

、

納

金

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

重

ね

て

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

地

区

総

代

の

交

代

 

維

持

費

決

算

報

告
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ご奉賛のお願い 

奉 賛 金    １ 口  ２ ０ ， ０ ０ ０ 円 

総事業費総事業費総事業費総事業費            ２２２２，，，，２０２０２０２０００００万円万円万円万円    

発発発発    起起起起    人人人人    

赤田神社御遷座壱千参百年大祭奉賛赤田神社御遷座壱千参百年大祭奉賛赤田神社御遷座壱千参百年大祭奉賛赤田神社御遷座壱千参百年大祭奉賛会会会会    

会  長 

秋本 邦彦（佐  畑） 

副 会 長 

久保田元一（中 尾 西）     浅田 規文（佐    畑） 

田鍋 基雄（赤    田） 

地区役員 

大谷 二郎（中 尾 西）    水野 征夫（中尾東上） 

中村 公一（中尾東下）    山根  尚（緑 ヶ 丘） 

岡本 宣幸（中    村）    中岡 一昭（木    崎） 

理  事（総代他） 

難波未佐男（中 尾 西）    難波 京子（中尾東上） 

河内 万充（中尾東上）    松原 政智（中尾東下） 

山本千恵子（緑 が 丘）    田中 哲夫（緑 が 丘） 

寺田 照生（赤    田）    勇   睦（赤    田） 

多田  実（赤    田）    藤原 重孝（佐    畑） 

上妻 賢治（佐  畑）    中原  操（佐    畑） 

石田八千代（佐  畑）    吉岡 陽介（佐    畑） 

中尾 建生（中    村）    田中 邦男（中    村） 

松冨 成夫（木    崎）    石田 俊明（中尾東下） 

徳久  栄（中    村）    東  紀夫（中    村） 

事 務 局 

東  克明（佐    畑）    今井 宏二（佐    畑） 

宮  司 

末田 一志（佐    畑） 

皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご理解理解理解理解とごとごとごとご協力協力協力協力をおをおをおをお願願願願いいたしますいいたしますいいたしますいいたします。。。。    


